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【緒言】
デフレをはねのけ平時を取り戻しつつあるものの、日本
企業の経営を取り巻く環境変化の厳しさは変わらず、ステ
ークホルダーからの要求水準はむしろ高まりつつある。当
然、企業経営の一端である企業スポーツに対しても同様で
あり、資源投入を正当化する論理を確立しなければ、企業
スポーツの安定的な活動や発展は望めない。それはすなわ
ち、我が国におけるスポーツ資産の損失リスクであり、日
下の急務であろう。そこで、スポーツチームの所有が消費
者の企業評価、購買意図、C・C重複庭（企業と消費者の重
なり）に与える影響を明らかにするため、大学生518人（有
効回答標本数515）を対象に、質問紙実験を行った。また、
企業スポーツ情報に敏感に反応する消費者属性の検討、及
びスポーツチームの所有を通じた活動と環境活動が与える
影響に関する比較を行った。
【実験デザイン】
本研究では、実験被験者を「スポーツ・ポジティブ群」、
「スポーツ・ネガティブ群」、「スポーツ・コントロール群」、
「環境・ポジティブ群」、「環境・ネガティブ群」、「環境・
コントロール群」の6条件に設定した。呈示刺激として、
飲料メーカーである企業Aを設定し、各「ポジティブ群」
には企業Aが行う環境活動、スポーツ活動の内容に関して
高く評価した架空の記事を質間紙に示し、各「ネガティブ
群」には活動内容に関して低く評価した架空の記事を質問
紙に示した。そして、各「コントロール群」には呈示刺激
を質問紙に示さなかった。
【手廟及び画定尺度】
（∋性別・年齢、（9企業Aの商品購買経験、③1回目の企
業評価（Mohr＆Webb，2005）、④1回目の購買意図（Sen
＆Bhattacharya，2001）、⑤呈示刺激、⑥操作チェック項
目、⑦2回目の企業評価（Klein＆Dawer，2004）、⑧C・C
重複度（Bergami＆Bagozzi，2000）、⑨活動サポート（Mohr
＆Webも，2005）、⑲社会的行動尺度、⑪2回目の購買意図
（Becker－01senatel，2006）、⑫スポーツ参与（斉藤，2000）
【結果と考察】
消費者は、内容に関わらず、不祥事に代表されるような
企業活動を低く評価した情報に対してはネガティブな反応
（企業評価、C－C重複度）をするが、高く評価した情報が、
無条件に企業へのポジティブな反応に繋がるわけではない
亮介（RyosukeOtawa）　指導：原田　宗彦
ということが示唆された。特に環境活動は、良いことをし
て当たり前になりつつある現状が推察され、特別な差別化
要素が消費者に認知されない限り、ポジティブな反応を喚
起することは難しいといえるかもしれない。一方、スポー
ツチームの所有を通じた企業の活動は、新鮮さを伴った差
別化要素によって消費者にポジティブな影響を及ぼし易く、
環境活動に関する情報に比べ、より高い企業評価を獲得す
ることができる可能性があるといえる（表1、2）。
そして、これらの活動に関する情報が消費者に与える影
響は、消費者自身の属性に－よって左右されることはないと
いう傾向が明らかになったが、活動サポート水準の高い消
費者に対しては環境活動に関する情報が、間接的なスポー
ツ参与水準の高い消費者に対してはスポーツチームの所有
を通じた企業の活動に関する情報が有効であり、企業評価
を左右し得ることが示唆された。
表1．スポーツ群の企業評価（ANCOⅥA）
企業評価
（刺激呈示後）
n Mean SD
80　　　5．52　．75スポーツ・ポジティブ群
スポーツ・
ネガティブ群
スポーツ・
コントロール群
85　　　4．08　　．83
88　　　5．83　　．97
F値　　　　　多重比較
150．54
Pく．01
＊pく．05
表2．環境群の企業評価（ANCOVA）
企業評価
（刺激呈示後）
n Mean SD
89　　　5．18　　1．10環境・ポジティブ群
環境・
ネガティブ群
環境・
コントロール群
86　　　3．89　　1．06
87　　　4．97　　．85
F値　　　　　多重比較
53．40
Pく．01
＊pく．05
－　97　－
